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京
急
井
土
ヶ
谷
駅
か
ら

西
に
向
か
っ
て
坂
を
上
る

と
、
谷
戸
を
前
に
視
界
が

開
け
る
。
谷
の
底
に
大
き

な
屋
根
。
真
言
宗
の
寺
、

西
光
院
だ
。

｢

十
輪
山
延
命
寺｣

と
号

す
る
と
い
う
。

東
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場

五
七
番
。

寺
伝
に
拠
る
と
一
二
一

四
年(

建
保
二
年)

に
井
土
ヶ

谷
の
地
に
作
ら
れ
た
と
云

う
。
鎌
倉
幕
府
が
出
来
て

間
も
な
い
頃
だ
。
こ
の
辺

り
は
鎌
倉
を
守
る
北
の
要

所
の
一
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。一

二
六
九
年(

文
永
五

年)

に
南
永
田
に
移
り
、

一
四
七
六
年(

文
明
八
年)

に
現
在
地
に
移
っ
た
。

頻
繁
に
移
転
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
地
が
重
要
で
、

そ
れ
な
り
に
豊
か
だ
っ
た

と
云
う
事
だ
ろ
う
か
。

二
一
世
紀
に
な
っ
て
か

ら
、
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
に
建
て
直
さ
れ
た
。

西

光

院
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横
浜
市
南
区
永
田
東
一
丁
目

二
〇
二
三
年
三
月

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
巡
っ

て｢

専
制
主
義
か
民
主
主

義
か｣

と
叫
ば
れ
て
い
る
。

い
く
ら
専
制
主
義
の
プ
ー

チ
ン
で
も
、
か
つ
て
の
ロ

シ
ア
皇
帝
の
よ
う
に
権
力

だ
け
で
は
国
を
支
配
で
き

な
い
。
民
衆
の
力
が
昔
と

は
違
う
。
プ
ー
チ
ン
は
ス

パ
イ
組
織
Ｆ
Ｓ
Ｂ
を
使
い

反
対
者
を
弾
圧
し
、
立
候

補
で
き
な
く
し
て
、
や
っ

と
大
統
領
の
座
を
得
た
。

し
か
し
、
国
民
の
多
数
の

支
持
を
得
て
い
な
い
こ
と

を
良
く
知
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
専
制
主
義
的
に
、
反

対
勢
力
を
弾
圧
す
る
の
だ
。

中
国
は
ど
う
か
？

習
近
平
氏
も
同
じ
だ
。

日
常
的
に
ス
パ
イ
網
で
反

対
者
を
抑
え
て
い
る
。
人

民
代
表
の
選
挙
で
は
、
支

持
者
だ
け
し
か
出
ら
れ
な

い
。
香
港
、
ウ
イ
グ
ル
等

も
抑
え
つ
け
て
い
る
。
最

近
で
は
理
由
も
示
さ
ず
日

本
人
を
捕
ま
え
た
。

翻
っ
て
日
米
は
ど
う
か
？

安
倍
氏
や
菅
氏
に
厳
し

い
質
問
を
す
る
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
が
辞
め
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
首

相
を
国
民
の
多
数
が
支
持

し
て
い
れ
ば
、
キ
ャ
ス
タ
ー

な
ど
無
視
す
れ
ば
良
い
。

し
か
し
、
自
公
は
三
割

台
の
得
票
で
過
半
数
の
議

席
を
得
た
。
国
民
の
支
持

は
少
な
い
か
ら
首
相
の
権

力
を
振
り
回
し
た
。

米
国
で
は
事
実
上
民
主

党
、
共
和
党
以
外
は
議
会

に
代
表
を
出
せ
な
い
。
企

業
の
政
治
献
金
は
自
由
。

金
持
ち
は
、
会
社
の
金
で

政
治
を
操
る
。

国
民
の
真
の
支
持
の
な

い
プ
ー
チ
ン
体
制
は
余
り

日
月
を
経
ず
に
崩
壊
す
る

だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
日
本
や
米
国

の
民
主
主
義
も
根
本
か
ら

見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い

の
で
は
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

専制主義 か、民主主義 かと言 われるが ･･･


